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1. 緒言 

 カーボンナノチューブ(CNT)は，軽量で優れた電気的特性を有している．本研究室では，紡

績可能な超高密度・長尺の垂直配向の CNT アレイを合成し，CNT を無数に撚り合わせ，一

本の糸(CNT ファイバ)を作製した．一般的に，導線には金属が使われているが，CNT ファイ

バを自動車や航空機の導線として用いることで，大幅な軽量化が可能となる．しかし，CNT

ファイバの導電率が不十分であるというのが現状である．現在，CNT にドーピングを行って

導電率を改善する研究が行われているが，時間経過とともに導電率が低下するという問題も

ある．本研究では，4-ニトロベンゼンジアゾニウムテトラフルオロボラート(4NBD)という物

質を用いて，CNT にキャリアを導入し導電率の向上を目指した． 

 

2. 実験方法 

まず，疎水性である CNT ファイバを親水性にするために，硝酸に浸す．その次に，硝酸を

洗い流すために，純水でリンスを行う．ファイバを乾燥させた後，4NBD 水溶液に浸ける．

その後，CNT と 4NBD との反応を抑制するために，イソプロパノールでリンスを行い，4NBD

などの分子を取り除くために，純水でリンスを行う．IV 測定・SEM 観察後，抵抗値と直径か

ら導電率を算出する． 

 

3. 実験結果 

Fig．1 は本実験後の CNT ファイバの SEM

像で，導電率は，7．5×104 [S/m]であり，未

処理の CNT ファイバは，2×104 [S/m]である

ので，導電率が約 3.8 倍改善した．また，一

か月経過しても導電率はほとんど変化しな

かった．当日は，処理条件による違いや詳

しい結果や考察について述べる． 
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Fig.1 SEM Image 
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